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教科（分野） 発行者 主な採択理由

国語 光村図書
・ある読み物教材に前書きがあることで、物語へのいざないや正確な解釈が期待される。
・児童に読んでほしい本の一節が紹介されていることで、発展していく可能性がある。
・「といをもとう」で、個別最適な学びと協働的な学びの一体化を目指している。

書写 光村図書
・毛筆の学習の初めに、見開き２ページの大きな写真を掲載し、丁寧に説明している。
・発展として「手紙の書き方」や「横書きの書き方」が掲載され、学習したことを生かせる。
・よい姿勢を維持するための書写体操や、授業の終わりに行うための整理体操も掲載されている。

社会 東京書籍
・「まなびのポイント」が教員にとって指導しやすく、児童にとってまとめやすい。
・単元ごとにうまく流れてまとまっているため、社会を専門としない教員でも扱いやすい。
・「調べる」「まとめる」といったポイントが見やすく、学習の進め方が分かりやすい。

地図 帝国書院
・地図が見やすく構成され、情報量が充実している。
・最初に学んでいくプロセスとして、地図の使い方の説明が細かく丁寧に書かれている。
・日本の領土の範囲や排他的経済水域について、主旨に合った地図づくりを行っている。

算数 学校図書
・キャラクターを活用することで、児童が興味関心をもって学習に取り組める。
・造本では、全学年AB判となっており、見やすい。
・６年生では「中学校へのかけ橋」と題して、中学校の数学へつなげている。

理科 学校図書
・実験内容について、様々な教員が見ても、準備するものが分かりやすい。
・観察や実験に慣れていない教員でも、安全に取り組めるようになっている。
・中学校の学習内容について触れるなど、中学校との接続性が図れている。

生活 光村図書
・親しみやすいイラストを用いることで、児童が学習内容に興味関心をもつことが期待できる。
・地域性として、区内の公共施設や店舗が取り上げられている。
・単元末には、イラストと言葉による振り返りができるコーナーで、次の学びへつなげている。

音楽 教育芸術社
・楽器を使わなくても、リズムでアンサンブルができるような工夫がある。
・二次元バーコードが全ページについていることにより、一人で学習を進める場合に探しやすい。
・発達段階に見合った外国曲を用いた歌が掲載されており、国際理解教育につながる。

図画工作 日本文教出版
・各単元の冒頭にある学習のめあてが、分かりやすく記述されている。
・鑑賞では、自分たちが創り出したものを見ながら学習するようになっている。
・二次元バーコードから図工体操を視聴することができる。また、参考作品例が多い。

家庭 東京書籍
・生活をよりよく変えていく教科というメッセージがあり、児童の心に響く。
・衛生面や安全面について細かく丁寧に書かれているため、専門ではない教員でも扱いやすい。
・２年間の学習の積み重ねが系統的に組まれており、年間指導計画が立てやすい。

保健 東京書籍
・配色について、色が濃くなく、目に優しい。
・書き込むスペースが充実しており、自分で考えたことを書いていける。
・水着で男女の体の示すことにより、プライベートゾーンについての指導も併せてできる。

英語 東京書籍
・区で実施している系統的なリタラシー学習との関連が図りやすい。
・中学校との接続や家庭での学習の観点から、別冊を活用できる。
・左利きの児童がお手本を見て、書き写しやすい工夫をしている。

特別の教科 道徳 東京書籍
・市民科学習の観点から、適切な情報量となっている。
・実践につなげるために考える活動があり、さらに考えた後に話し合う活動が設定されている。
・２次元バーコードから、全ての教材の音声、スライドショーを活用することができる。


